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こんにちは、5月 です、ゴールデンウィークです。旅行中ですか ?

もしかして海外旅行に行きましたか ?

私は海外旅行に行 くことがあまりないのですが、最近は年に一回

は行 くようになりました。以前はどちらかというと行きたくなかっ

たのです。それは飛行機に乗るのが嫌だからです。あなたは飛行機に

乗つたときに、体がふわっとしたり、グーっと圧力がかかったりして

苦 しい と思ったことはありませんか ?あ るいは飛行中に機体が突如

揺れた り。そ ういった飛行機特有の動きが、自分は慣れなくてつらい

のです。つまりは、飛行機に乗るのが嫌でその結果、海外旅行に行 く

ことになんとなく抵抗を感 じてしま うのです。ですが様々な諸事情

から海外に行くことになります。例えば学会が海外で行われ、それに

どうしても先輩から参加 してほしいと。こうして今ではこの飛行機

嫌い、何度か乗ればいつかは克服できるのではと努力中です。

実は私は以前、大学生の頃、新幹線に乗るのが不得意でした。新幹

線の微妙な揺れが気持ち悪かったのです。しかし、年に数回はどうし

ても東京 と名古屋を行き来 します。イヤイヤ我慢して乗つていまし

たが、もうこの往復をひたす ら繰 り返 し数え切れないほど乗 りまし

た。その結果今は全く平気。むしろその移動時間約 2時間、いろんな



仕事ができたり、ご飯タイムになった り、睡眠だったりとても有効活

用 しているゴールデンタイムなのです。ですので飛行機もこのまま

頑張って乗 り続けるといつかは快適な乗 り物になってくれないかな

とかすかな期待をしているのです。

私は年間を通 して東京―名古屋間は月に 3回は往復 しています。

これを新幹線移動から飛行機に変えたらどうかとァ ドバィスをもら

つたことがあるのです。その理由はその人いわく「人は雲の上に上が

ることが大事です。雲の上に上がると自分のエネルギー状態が活性

化 されよくなる」と。う―ん、確かにそんな気もします。だけど、だ

けどセン トレアまで行 く時間と羽田から山の手線内まで移動する時

間がな―、と。思ってしまうのです。

飛行機にどれだけ沢山乗れるかは今後の課題ですね(笑)新 幹線

で行けない遠 くに楽 しんで行けるよう、空の上パヮーをもらってチ

ャレンジしてぃきたいものです。

ついでといっては何ですが、リエアにも期待 しています。もう30年
前から期待 しています。は―ゃ くこぃこぃ、リエア開通の歌を歌いた

いくらいです。
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